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研究成果の概要（和文）：

本研究では，(1)ノートテイクのプロセスの分析，(2)授業方法やノート作成方法の違いが学習者
のノートテイクに対する信念や，行動に与える影響について検討した。
(1)について，プレゼン形式の授業とメディア教材での個別学習を想定した実験の結果，学習者
はマクロな構造化とミクロな構造化を繰り返しながらノートテイクをしていることが示された。
(2)について，プレゼン形式と板書形式の授業と，手書きと電子的なノートの作成を組み合わせ
た実験を行った結果，板書形式の方がプレゼン形式よりも方略使用数が多いこと，手書きの方
が理解度テストの得点や方略使用数が多いことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：
This study aimed to analyze learners note-taking processes and to investigate how types of
instruction or types of note-taking influence learners’ brief of note-taking and their
note-taking.
First, we conducted the experiment to compare learners’ note-taking processes during two
types of instruction: a class used the presentation and an individual leaning used the
multimedia teaching material. The results of qualitative analysis showed that learners
took their notes with changing their focus of note-taking between the macro level and the
micro level repeatedly.
Second, we conducted the experiment that combined two types of instruction (presentation
and writing on blackboard) and two types of note-taking (handwriting and typing
electrically). The results indicate that learners instructed using writing on black board
used more strategies than the presentation and learners who took notes by handwriting
used more strategies and their scores of the post tests were higher than learners who took
notes by typing electrically.
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１．研究開始当初の背景

学習者は，学習場面において，計算問題を
解いたり，エッセイを作成したり，授業のノ
ートを作成するなど様々な目的で「書く行
為」を行っている。これらの行為の背景とな
る問題構造に着目すると，計算問題は解を導
く過程が明確に定義できる良定義問題であ
るが，エッセイの作成は，ゴールが明確でな
いため不良定義問題であるといえる。

それに対して授業のノートを作成する行
為（ノートテイキング）は，その両方の側面
を持つ行為である。例えば，板書形式の授業
で先生の指示に応じて板書を書き写す行為
は良定義問題と考えられるが，プレゼン形式
の授業で先生の説明やスライドの内容から
自分にとって必要な情報を取捨選択し，まと
めていく行為は不良定義問題と捉えること
ができる(図 1)。本研究では，特に不良定義
問題に当てはまる講義内容や教員の説明を
自分なりにまとめていくノートテイキング
行為に着目する。そして，従来の板書形式の
授業と比較して，学習者のノートテイクにど
のような違いが見られるかを検討する。
また，これまでのノートテイキング研究は，

最終的に書かれるアウトプットとしてのノ
ートと，授業内容の理解度との関連に着目し
た研究が多かった。しかし，小林(2000) は，
従来のノートテイキング研究をレビューし，
機能や効果だけに注目せず，現状のノートテ
イキングやノートの利用を丹念に「見る」こ
との重要性を指摘している。
そこで本研究では，学習者が講義内容や教

師の説明をまとめていく状況において，学習
者が講義のどの情報に注目し，それらの情報
をどのようにまとめていくのかといったノ
ートテイクの過程を眼球運動や行動の分析
をとおして明らかにする。

２．研究の目的
本研究の目的は，講義内容や教員の説明を

取捨選択しながら自分なりにまとめていく
ノートテイキング行為に着目し，従来の板書
形式との違いや，プロセスレベルの分析をす
ることである。具体的には，以下の 2 点につ
いて検討した。

(1) 眼球運動装置を使ったノートテイクのプ
ロセスの分析

(2) 授業方法やノート作成方法の違いが学習
者のノートテイクに対する信念や，行動
に与える影響の検討

３．研究の方法
目的(1)については，プレゼン形式と，メ

ディア教材の 2種類の授業形式でのノートテ

イクプロセスの実験を行った。実験は，実験
参加者が映像で与えられた 2つの授業につい
て，ノートテイクを行った。参加者の眼球運
動，ノートテイクの動画を記録した。
目的(2)については，質問紙と実験を行っ

た。質問紙は，授業方法やノート作成方法ご
とにノートテイクの信念(何をメモするか，
どうメモするか)を問うものであった。実験
は，授業方法としてプレゼン形式と板書形式，
ノート作成方法として手書きと電子的を設
定し，実験参加者は，プレゼン-手書き，板
書-手書き，プレゼン-電子，板書-電子のい
ずれかの組み合わせで授業を受けた。参加者
が作成したノート，授業前後の理解度テスト
を記録した。

４．研究成果
(1) 眼球運動装置を使ったノートテイクのプ

ロセスの分析

プレゼン形式の授業とメディア教材を使
った個別学習を想定した実験を行った。実験
では，プレゼン形式とビデオ教材の 2種類の
映像を使用した。授業や教材の映像をディス
プレイ上に提示し，実験参加者は映像を見な
がらタブレットを使って手書きでノートを
作成した。学習終了後にテストを行い，理解
度の確認を行った。ノート作成中の参加者の
視線・パソコン画面，作成したノートを記録
した。
分析の結果，一度に提示される情報量が多い
プレゼン形式の授業では，提示される情報を
そのままではなく，大幅に編集・選択をして
ノートをとる行為が観察された。ビデオ教材
では，提示される情報が少ないため，教材か
ら提示されたものを書きとめる行為が比較
的多く観察された。
また，両者に共通する特徴として，以下の点
が明らかになった。
・学習者はミクロな構造化(箇条書きや囲み
などの修飾を学習内容の記録と同時に行う)
とマクロな構造化(既に記録したノートにさ
かのぼって，後から修飾を追加する)を繰り
返しながらノートを作成している。
・新しい内容を書き始める際に少し間が空き，

図1: 問題構造に着目した書く行為の分類



ノートの空白部分を注視してどのように書
くか，まとめるかをシミュレーションしてい
る。

(2) 授業方法やノート作成方法の違いが学習
者のノートテイクに対する信念や，行動
に与える影響の検討

授業やノート作成のメディアの違いが，学
習者の信念や行動にどのように影響するの
かを検討した。
・授業やノート作成におけるメディアの違い
が学習者の信念に与える影響
授業メディア(スライド，板書，配布資料)と
ノートメディア(電子的，手書き)によって，
ノートを取る内容や目的，ノートを取る際の
方略使用(色，下線，図や表，箇条書き，囲
み，矢印，文字の強調，レイアウト)がどう
変わるかについて質問紙調査を実施した。学
部生 49 名を対象とした調査の結果，(1)授業
メディアの違いは，ノートを取る内容や目的
にほとんど影響しないこと，(2)ノートメデ
ィアによって使用するノートテイク方略が
変わることが明らかになった。
・授業やノート作成におけるメディアの違い
が学習者の行動に与える影響
授業メディアとノートメディアの違いによ
って，学習者のノート取り行動がどのように
変化するのかについて実験を実施した。学部
生 52 名を授業メディア(スライド，板書)と
ノートメディア(電子的，手書き)を組み合わ
せた 4つのグループに分け，心理学のトピッ
クに関する授業を実施した。授業の前後には
理解度テストを行った。実験の結果，(1)授
業メディアによる違いとして板書の方がノ
ートテイク方略を多く使用していること，
(2)ノートメディアによる影響として手書き
の方が理解度テストの得点が高く，ノートテ
イク方略の使用も多いことが明らかになっ
た。
今後の課題としては，今回の知見を応用した
ノートテイクの支援方法について検討する
ことと，他の学習内容でも同様の実験を行い，
結果の妥当性を検討することなどが挙げら
れる。
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